
2003年出土の木簡

か
な
い
わ
ほ
ん
ま
ち

石
川
・金
石
本
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
金
石
本
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
五
次
調
査
　
一
九
九
三
年

答平
５
）
九
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
小
西
昌
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
は
、
日
本
海
ま
で
約

一
ｈ
、
犀
川
河
口
右
岸
に
分
布
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
古
代
に
属
す
る
遺
物
と
し
て
、
本
簡
四
点
、
墨
書
土
器

一
Ｏ
Ｏ
点
以

上
が
出
土
し
、
掘
立
柱
建
物

群

・
倉
庫
群
が
確
認
さ
れ
た
こ

と
か
ら

「郡
津
」
関
連
遺
跡
と

さ
れ
て
い
る

（本
誌
第

一
九

・

二
〇
号
）。

今
回
報
告
す
る
近
世

・
近
代

河
　
の
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
Ｓ
Ｄ

金
　
。
四
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ
六
は
、
い
ず

れ
も
自
然
河
川
の
旧
河
道
で
あ

る
。
Ｓ
Ｄ
〇
四
は
犀
川
の
旧
河
道
で
あ
る
。
川
砂
の
堆
積
層
で
、
調
査
区
内
で

は
川
幅
、
深
さ
と
も
に
確
認
で
き
て
い
な
い
。
出
土
土
器

・
陶
磁
器
は
、
古
墳

時
代
前
期
か
ら
近
世
ま
で
混
在
し
て
お
り
、
犀
川
の
蛇
行
に
よ
り
古
代
以
前
の

遺
跡
分
布
範
囲
を
浸
食
し
て
い
る
。
近
世
の
陶
磁
器
は
、
唐
津
系
の
陶
器
、
肥

前
系
の
磁
器
、
中
国
製
磁
器
な
ど
が
あ
り
、
中
国
製
の
も
の
は
、
景
徳
鎮
系
の

染
付
、
淳
州
窯
系
の
染
付
椀
、
岸
州
窯
系
の
色
絵
鉢
で
見
込
み
に
赤
で

「魁
」

の
字
を
描
く
い
わ
ゆ
る

「魁
手
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

陶
磁
器
の
時
期
は
い
ず
れ
も

一
七
世
紀
に
収
ま
る
も
の
で
あ
り
、
陶
磁
器
以
外

に
燻
し
瓦
も
出
土
し
て
い
る
。

犀
川
の
河
道
は
、
寛
永

一
六
年

（
三
会
一九
）
に
切
り
替
え
ら
れ
、
そ
の
後
、

旧
河
道
は
明
暦
二
年

（
三
ハ
五
一〇

か
ら
寛
政
五
年

（
一
七
九
一こ

ま
で
の
間
に
、

順
次
水
田
と
な
っ
た
。
加
賀
藩
前
田
家
は
、
藩
祖
利
家
が
本
遺
跡
周
辺
の
宮
腰

湊
か
ら
金
沢
城
に
入
城
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
遺
跡
の
南
東
に
隣
接
す
る
大

野
湊
神
社
を
積
極
的
に
保
護
し
て
お
り
、
犀
川
の
蛇
行
に
よ
り
社
地
が
浸
食
さ

れ
た
た
め
、
下
流
域
の
切
り
替
え
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
に
も
慶
長
九

年

（
三
ハ
〇
四
）
の
二
代
藩
主
利
長
に
よ
る
大
野
湊
神
社
の
修
理
、
寛
永

一
六

年
の
三
代
藩
主
利
常
に
よ
る
本
殿
造
営
、
貞
享
二
年

（
三
ハ
八
五
）
の
五
代
綱

紀
に
よ
る
拝
殿
造
営
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。　
一
七
世
紀
に
大
野
湊
神
社
の

整
備
が
集
中
し
て
行
な
わ
れ
、
中
国
製
磁
器
を
含
む
陶
磁
器
や
木
簡
は
、
こ
の

整
備
に
伴
う
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
〇
六
は
木
引
川
の
蛇
行
部
分
が

一
九
五
五
年
頃
の
河
川
改
修
で
埋
め
ら



れ
た
旧
河
道
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ
四
を
切

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
犀
川
の
切
り
替
え
以
降

の
河
川
跡
で
、
主
に
近
世
か
ら
近
代
の
遺
物
が
少
量
確
認
さ
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

回

で
切
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
板
に
墨
書
が
あ
る
。
文
字
の
下
端
の
状
態
か
ら
、

墨
書
後
に
切
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
①
は
人
形
の
背
に
面
取
り
し
墨

書
し
て
い
る
。
年
月
の
後
の

「亨

守
」
の
意
は
明
確
で
は
な
い
が
、
御
守
り

の
人
形
の
可
能
性
も
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

金
沢
市
教
育
委
員
会

『金
石
本
町
遺
跡
Ｉ
』
全
九
九
六
年
）

金
沢
市

『金
沢
市
史
』
資
料
編

一
九

考
古

（
一
九
九
九
年
）

（小
西
昌
士ｅ
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名
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数〆

壱
丈
六
尺
五
寸
四
分
」

Ｓ
Ｄ
〇
六

②

　

「私

①

　

「昭
和
十
九
年
六
月

吉了
　
守
　
」

①
は
、
何
ら
か
の
板
材
を
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
の
配
置
か
ら
上
下

端
は
墨
書
後
の
欠
損
は
な
い
が
、
左
右
は
欠
損
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
表

面
は
判
読
不
明
、
裏
面
は
あ
る
物
の
長
さ
を
示
し
て
い
る
。
あ
る
物
は
表
面
に

書
か
れ
た
物
な
の
か
、
裏
面
の
右
側
欠
損
部
に
書
か
れ
て
い
た
物
か
確
定
で
き

な
い
。
け
は
桶
の
把
手
を
付
け
る
部
分
、
側
板
の
長
い
部
分
の
ホ
ゾ
穴
よ
り
上
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